
毎
週　

月
･
水
･
金
曜
日
発
行

　
　

告　
　

示

○
指
定
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
の
廃
止　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
高
齢
保
健
福
祉
課
）　

一

○
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
の
廃
止　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（　
　
　

〃　
　
　

）　

一

○
保
安
林
の
指
定
の
解
除　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
森
林
保
全
課
）　

一

○
公
有
水
面
埋
立
し
ゅ
ん
功
認
可　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
漁　

港　

課
）　

一

○
字
の
区
域
の
変
更　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
市
町
村
総
室
）　

二

○　
　

〃　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（　
　

〃　
　

）　

六

○
結
核
予
防
法
に
よ
る
医
療
機
関
の
指
定　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
健
康
増
進
課
）　

七

○
結
核
予
防
法
に
よ
る
医
療
機
関
の
辞
退　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（　
　

〃　
　

）　

七

○
口
頭
に
よ
る
開
示
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
個
人
情
報
の
一
部
改
正　
　
　

（
私
学
文
書
課
）　

八

　
　

公　
　

告

○
熊
本
県
改
良
普
及
員
資
格
試
験
合
格
者　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
経
営
技
術
課
）　

八

○
熊
本
県
議
会
会
議
録
検
索
シ
ス
テ
ム
に
係
る
一
般
競
争
入
札
の
実
施　
　
　
　

（
議　

事　

課
）　

八

○
Ｒ
Ａ
分
析
機
器
一
式
の
賃
借
に
係
る
一
般
競
争
入
札
の
実
施　
　
　
　
　
　
　

（
文
化
企
画
課
）
一
〇

熊
本
県
告
示
第
八
百
四
十
七
号

　

介
護
保
険
法
（
平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
八
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
指
定
居
宅
介
護
支
援
事

業
所
の
廃
止
の
届
出
が
あ
っ
た
。

　
　

平
成
十
三
年
十
一
月
七
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

熊
本
県
知
事　

潮　

谷　

義　

子

熊
本
県
告
示
第
八
百
四
十
八
号

　

介
護
保
険
法
（
平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
七
十
五
条
の
規
定
に
よ
り
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
事

業
所
の
廃
止
の
届
出
が
あ
っ
た
。

　
　

平
成
十
三
年
十
一
月
七
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

熊
本
県
知
事　

潮　

谷　

義　

子

　

【
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
】

熊
本
県
告
示
第
八
百
四
十
九
号

　

次
の
森
林
を
解
除
予
定
保
安
林
に
す
る
の
で
、
森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

三
十
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

　
　

平
成
十
三
年
十
一
月
七
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

熊
本
県
知
事　

潮　

谷　

義　

子

一　

解
除
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所　

熊
本
県
天
草
郡
御
所
浦
町
字
椛
本
二
二
三
五
の
一
（
次
の
図
に

　

示
す
部
分
に
限
る
。
）

二　

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的　

土
砂
の
崩
壊
の
防
備

三　

解
除
の
理
由　

道
路
用
地
と
す
る
た
め

　

（「
次
の
図
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
熊
本
県
庁
及
び
熊
本
県
天
草
地
域
振
興
局
並
び
に
御
所
浦

町
役
場
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
）

熊
本
県
告
示
第
八
百
五
十
号

　

公
有
水
面
埋
立
法
（
大
正
十
年
法
律
第
五
十
七
号
）
第
二
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
公
有
水
面

埋
立
て
の
し
ゅ
ん
功
を
認
可
し
た
の
で
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。
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目　
　

次 

告　
　
　
　

示

事
業
所
の
名
称
及
び
事
業
所
の
所
在
地

鶴
原
吉
井
株
式
会
社

熊
本
市
世
安
町
三
百
五
十
六
番
地

事　

業　

者　

名

鶴
原
吉
井
株
式
会
社

廃　

止　

年　

月　

日

平
成
十
三
年
十
月
一
日

事
業
所
の
名
称
及
び
事
業
所
の
所
在
地

阿
蘇
温
泉
病
院
デ
イ
ケ
ア

阿
蘇
郡
阿
蘇
町
内
牧
千
百
五
十
三
番
一

事　

業　

者　

名

医
療
法
人
社
団
坂
梨
会

阿
蘇
温
泉
病
院

廃　

止　

年　

月　

日

平
成
十
三
年
二
月
一
日



　
　

平
成
十
三
年
十
一
月
七
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

熊
本
県
知
事　

潮　

谷　

義　

子

一　

し
ゅ
ん
功
認
可
年
月
日

　
　

平
成
十
三
年
十
月
二
十
九
日

二　

し
ゅ
ん
功
認
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名

　
　

天
草
郡
河
浦
町
大
字
河
浦
五
二
二
五
番
地　

河
浦
町

三　

埋
立
区
域

　

１　

位
置

　
　
　

天
草
郡
河
浦
町
大
字
崎
津
字
鵜
渡
崎
二
五
三
及
び
二
五
四
の
三
地
先
の
公
有
水
面

　

２　

区
域

　
　
　

次
の
①
の
地
点
か
ら
③
の
地
点
を
順
次
直
線
で
結
ん
だ
線
及
び
③
の
地
点
と
①
の
地
点
を
結
ぶ
平

　
　

成
九
年
春
分
の
日
に
お
け
る
満
潮
位
（
Ｄ
Ｌ
+
二
・
九
三
メ
ー
ト
ル
）
の
公
有
水
面
と
陸
地
と
の
境

　
　

界
線 
に
よ
り
囲
ま
れ
た
区
域

　
　

①
の
地
点　

天
草
崎
津
港
灯
台
（
北
緯
三
二
度
一
八
分
一
三
・
三
秒
、
東
経
一
三
〇
度
〇
一
分
四
五
・

　
　
　
　
　
　

五
秒
）
か
ら
二
九
四
度
〇
五
分
二
三
秒　

八
一
三
・
三
八
五
メ
ー
ト
ル
の
地
点

　
　

②
の
地
点　

①
の
地
点
か
ら
一
八
四
度
〇
〇
分
〇
〇
秒　

二
〇
・
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点

　
　

③
の
地
点　

②
の
地
点
か
ら
二
四
五
度
〇
〇
分
〇
〇
秒　

三
八
・
〇
九
六
メ
ー
ト
ル
の
地
点

　

３　

面
積

　
　
　

千
二
百
十
一
・
四
六
平
方
メ
ー
ト
ル

四　

埋
立
て
に
関
す
る
工
事
の
施
行
区
域

　

１　

位
置

　
　
　

天
草
郡
河
浦
町
大
字
崎
津
字
鵜
渡
崎
二
五
三
及
び
二
五
四
の
三
地
先
の
公
有
水
面

　

２　

区
域

　
　
　

次
の
ア
の
地
点
か
ら
ウ
の
地
点
を
順
次
直
線
で
結
ん
だ
線
及
び
ウ
の
地
点
と
ア
の
地
点
を
結
ぶ
平

　
　

成
九
年
春
分
の
日
に
お
け
る
満
潮
位
（
Ｄ
Ｌ
+
二
・
九
三
メ
ー
ト
ル
）
の
公
有
水
面
と
陸
地
と
の
境

　
　

界
線
に
よ
り
囲
ま
れ
た
区
域

　
　

ア
の
地
点　

天
草
崎
津
港
灯
台
（
北
緯
三
二
度
一
八
分
一
三
・
三
秒
、
東
経
一
三
〇
度
〇
一
分
四
五
・

　
　
　
　
　
　

五
秒
）
か
ら
二
九
四
度
二
三
分
三
八
秒　

七
九
八
・
九
七
五
メ
ー
ト
ル
の
地
点

　
　

イ
の
地
点　

ア
の
地
点
か
ら
一
八
四
度
〇
〇
分
〇
〇
秒　

二
七
・
八
六
四
メ
ー
ト
ル
の
地
点

　
　

ウ
の
地
点　

イ
の
地
点
か
ら
二
四
五
度
〇
〇
分
〇
〇
秒　

五
八
・
四
三
四
メ
ー
ト
ル
の
地
点

　

３　

面
積

　
　
　

二
千
二
百
八
十
五
・
八
三
平
方
メ
ー
ト
ル

五　

埋
立
地
の
用
途

　
　

漁
港
施
設
用
地

六　

関
係
書
類
の
備
置
場
所

　
　

熊
本
県
林
務
水
産
部
漁
港
課
及
び
天
草
地
域
振
興
局
農
林
水
産
部
漁
港
課
並
び
に
河
浦
町
水
産
商
工

　

課
熊
本
県
告
示
第
八
百
五
十
一
号

　

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
二
条
第
二
項
第
二
号
に
掲
げ
る
区
画
整
理
事

業
の
実
施
に
伴
い
、
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
六
十
条
第
一
項
の
規
定

に
よ
り
、
次
の
と
お
り
字
の
区
域
を
変
更
す
る
旨
荒
尾
市
長
か
ら
届
出
が
あ
っ
た
。

　

右
の
届
出
に
係
る
字
の
区
域
の
変
更
は
、
当
該
事
業
に
係
る
換
地
処
分
の
公
告
が
あ
っ
た
日
の
翌
日
か

ら
そ
の
効
力
を
生
ず
る
も
の
と
す
る
。

　
　

平
成
十
三
年
十
一
月
七
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

熊
本
県
知
事　

潮　

谷　

義　

子
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変
更
後

の
　
字

変
更
後

の
大
字

区
　
　
　
　
　
　
　
　
域

変
更
前

の
　
字

変
更
前

の
大
字

芋
尾

荒
尾

３
４
２
の
一
部

南
宮

内

笹
尾

荒
尾

３
４
７
か
ら
３
４
９
ま
で
の
各
一
部
及
び
こ
れ

ら
の
区
域
に
隣
接
介
在
す
る
水
路
で
あ
る
国
有
地

の
全
部

南
宮

内

南
宮

内

３
６
３
、３
６
４
の
１
、３
６
４
の
３
、３
６
４

の
４
、
３
６
６
の
１
、
３
６
６
の
２
及
び
こ
れ
ら

の
区
域
に
隣
接
介
在
す
る
道
路
、
水
路
で
あ
る
国

有
地
の
全
部

竹
下

宮
内

沖
田

荒
尾

４
１
１
の
１
の
一
部
、
４
１
１
の
２
の
一
部
、

４
１
２
、
４
１
３
及
び
こ
れ
ら
の
区
域
に
隣
接

す
る
水
路
で
あ
る
国
有
地
の
全
部

川
向

宮
内

沖
田

荒
尾

４
３
８
、
４
４
７
の
１
、
４
４
７
の
２

折
口

宮
内

南
宮

内
１
８
１
３
の
一
部
、１
８
１
４
の
一
部
、
１
８
１
７

の
一
部

芋
尾

荒
尾

笹
尾

荒
尾

１
８
１
７
の
一
部
、
１
８
１
９
の
一
部
及
び
こ

れ
ら
の
区
域
に
隣
接
介
在
す
る
水
路
で
あ
る
国
有
 

地
の
全
部

芋
尾

荒
尾



平
成
13
年
11
月
7
日
　
水
曜

熊
本

県
公

報
第
1 
 0
  7
  6
  4
号

3

芋 尾荒 尾

２０９１の１の一部、２０９２の１の一

部、２０９７の 一部、２０９９の一部、

２１０１の一部、２１０２の一部、２１０６

の一部、２１０７の一部、２１１０の一部、

２１１１の一部、２１１３から２１１５

までの各一部、２１１７の一部、２１１９、

２１２０、２１２１から２１２４までの

各一部及びこれらの区域に介在する水路で

ある国有地の全部

笹 尾荒 尾

南宮 内
２２１６の一部、２２１７の１の 一部、

２２１８の１の一部
笹 尾荒 尾

南宮 内

２２１９の１、２２１９の４、２２２０の

１及びこれらの区域に隣接する道路である

国有地の全部、並びに２２２１、２２２２

の地先の道路、水路である国有地の一部

七 反 坪荒 尾

川 向宮 内

２２１９の２の一部、２２２０の２の一

部、２２２１の一部、２２２２、２２２３、

２２２４の１の一部、２２２９の一部、

２２３０の一部、２２３７から２２３９

までの各一部及びこれらの区域に隣接する

道路、水路である国有地の一部

七 反 坪荒 尾

日 焼荒 尾

３２３９から３２４２までの各一部及び

これらの区域に隣接する道路である国有地

の全部

北屋形山荒 尾

七 反 坪 荒 尾
３２４２の一部及びこの区域に隣接する

道路、水路である国有地の全部
北屋形山荒 尾

七 反 坪荒 尾

３２４４の１の一部、３２４４の２、

３２４５の一部及びこれらの区域に隣接

する水路である国有地の全部

日 焼荒 尾

北屋形山荒 尾

３２５７の一部、３２５８の一部及びこ

れらの区域に隣接介在する水路である国有

地の全部

日 焼荒 尾

日 焼荒 尾

３３０６の一部、３３０７から３３１５

まで、 ３３１６の一部、３３１８の一部、

３３２８の一部、３３２９の一部、３３３６

の１の一部、３３３６の２の一部、３３３７

の一部、３３３９の一部、３３４１の一

部、３３４２の１の一部及びこれらの区域

に介在する道路である国有地の全部

沖 田荒 尾

七 反 坪荒 尾

 ３３１６の一部、３３１８の一部、３３１９、

３３２０、３３２１から３３２３までの各

一部、３３２７の一部、３３２８の一部及

びこれらの区域に隣接介在する道路である

国有地の一部

沖 田荒 尾

川 向宮 内３３２３から３３２５までの各一部沖 田荒 尾

沖 田荒 尾

荒尾字沖田３３４２の１、３３４３、３３５４、

３３５５に隣接する道路、水路である国有

地の全部

田 添荒 尾

吸 田高 浜
６５２、６５３の１及びこれらの区域に

隣接する道路である国有地の全部
数 根高 浜

吸 田菰 屋

６７３の１の一部、６７３の２の一部 、

６７４から６７６まで、６８１、６８２、

６８４から６８６まで、６８７の１の一

部、６８７の２の一部、６８８の一部、

６９０から６９３までの各一部、７２２

の１の一部及びこれらの区域に隣接介在す

る水路である国有地の一部

数 根高 浜

数 根高 浜

７３５の 一部、７３６の１の一部、７３７

の３の一部、７３８の一部及びこれらの区

域に隣接する道路、水路である国有地の全

部

大 浦高 浜

数 根高 浜

８４６の一部及びこの区域に隣接する道

路である国有地の全部、並びに高浜字数根

６５９に隣接する道路である国有地の一

部

吸 田高 浜
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4 吸 田高 浜
高浜字吸田８５１、８５６、８５７、８６４

の１に隣接する水路である国有地の一部
大 浦高 浜

大 浦高 浜８５１の一部、８５６の一部吸 田高 浜

吸 田高 浜
８９１の９に隣接する水路である国有地

の全部
海老ヶ浦高 浜

吸 田高 浜
１０１５に隣接する道路である国有地の

全部
大 藤高 浜

吸 田菰 屋

１５６８の１、１５６８の２、１５７０の

一部、１５７１の一部、１５７２、１５７３、

１５７７、１５７８、１５７９の１、

１５８０、１５８１の１、１５８２、１５８３

及びこれらの区域に隣接介在する道路、水

路である国有地の全部

下 吸 田菰 屋

数 根高 浜１５７０の一部、１５７１の一部下 吸 田菰 屋

大 浦高 浜

２０６７の２、２０６８、２０７１の１、

２０７２、２０７３の１、２０７４の１、 

２０７６から２０７８まで、２０７９の

１、２０７９の２及びこれらの区域に隣接

介在する道路、水路である国有地の全部

東五反 田牛 水

数 根高 浜
２１３９、２１４０に隣接する道路であ

る国有地の全部
七 枝牛 水

数 根高 浜
２２４３、２２４５に隣接する道路であ 

る国有地の全部
吸 田牛 水

吸 田菰 屋

２２４５、２２４６、２２４８、２２４９

の１、２２５４に隣接する道路である国有

地の全部

吸 田牛 水

高 倉菰 屋
１１、１２の地先の水路である国有地の

一部
北 前菰 屋

新 堤菰 屋

１１６、１１７、１１８の１、１１９の 

２、１２０の２、１２４の１、１２５及び

これらの区域に隣接介在する道路である国

有地の全部

東 前菰 屋

篤 寄菰 屋
２６６に隣接する道路である国有地の一

部
新 堤菰 屋

新 堤菰 屋

２８８、２８９、２９０の１、２９１の

１、２９２の１、３１２の３の一部、３１４、

３１５、３１６の１の一部、３１６の２の

一部、３１７、３１８の一部、３１９の一

部、３２５の一部及びこれらの区域に隣接

介在する道路、水路である国有地の一部

篤 寄菰 屋

上 蛎 原菰 屋

３０１の一部、３０２の一部、３０３の

１の一部、３０３の３の一部、３０４の一

部、３５１の１の一部、３５２、３５３の

一部、３５５の一部及びこれらの区域に隣

接介在する道路、水路である国有地の全部

並びに字篤寄３００の地先の水路である国

有地の一部

篤 寄菰 屋

中 牟 田菰 屋

５５０、５９５の２、６５０の一部、６５１

の一部及びこれらの区域に隣接介在する道

路、水路である国有地の全部並びに７９５

の１、７９６の１、７９８の１に隣接する

道路である国有地の全部

馬 脊菰 屋

馬 脊菰 屋

６９７の一 部、６９９の一部、７００の

一部及びこれらの区域に隣接する水路であ

る国有地の一部並びに６５２から６５４ま

で、６５５の１に隣接する水路である国有

地の全部

下 浦菰 屋

中 牟 田菰 屋

６９５、６９６、６９６の２、６９７の

一部、６９７の２、６９９の一部、 ７００

の一部、７０１、７０２の１、７０２の

２、７０３から７０６まで、７０７の１、

７０７の２、７０８から７１２まで、

７３８、７４０、７４１及びこれらの区

域に隣接介在する道路、水路である国有地

の一部

下 浦菰 屋
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蛎 原菰 屋

７５１の１の一部、７５２の一部、７５３

の１、７５３の２、７５４の１、７５５の

１、７５６の１、７５７の１、７５７の

２、７５８の１、７５９の１、７５９の

２、７６０の１、７６０の２、７６１の一

部、７６６の１の一部、７６６の２、７６６

の３、７６７の１、７６７の２、７６８の

１、７６８の２、７６９の一部、７７０の

一部、７７８の１の一部、７７８の２の一

部、７７９の２の一部及びこれらの区域に

介在する水路である国有地の全部

中 牟 田菰 屋

馬 脊菰 屋
字下浦７００に隣接する道路である国有地

の一部
中 牟 田菰 屋

中 牟 田菰 屋
 ７９８の１、７９９の１に隣接する道路

である国有地の全部
下 新 谷菰 屋

上 蛎 原菰 屋

 ８０２から８０４までの各一部、８０５、

８０６の１の一部、８０７の１、８０９、

８１０の１、８１１の２、８１４の一部、

８１５の一部、８１７の一部及びこれら

の区域に隣接介在する道路、水路である国

有地の全部

中 牟 田菰 屋

中 牟 田菰 屋

８３２、８３３、８３４から８３６まで

の各一部、８３８から８４１までの各一

部、８４２の１の一部、８７７の一部、

８７８の一部及びこれらの区域に隣接介

在する水路である国有地の全部

蛎 原菰 屋

上 蛎 原菰 屋
８７７の一部、８７８の一部、８８０ の

一部
蛎 原菰 屋

蛎 原菰 屋

８８９の１の一部、８９０から８９４ま

での各一部、 ９１１の１の一部、９１２

の１の一部

上 蛎 原菰 屋

篤 寄菰 屋

９２７の一部、９２８の１の一部、９２８

の３及びこれらの区域に介在する道路であ

る国有地の全部

上 蛎 原菰 屋

上 蛎 原菰 屋

９２９の１、９３０の１、９３１の２、

９３２の２及びこれらの区域に隣接する

道路である国有地の全部

南 前菰 屋

南 前菰 屋９１５の２上 蛎 原菰 屋

下奈良町菰 屋

９５８の１の一部、９６０の一部及びこ

れらの区域に隣接する水路である国有地の

全部

南 前菰 屋

西 前菰 屋

９７６から９７８までの各一部、９８０

の一部、９８１、９８２及びこれらの区域

に介在する道路、水路である国有地の全部

南 前菰 屋

西 前菰 屋
１０５４、１０５５及びこれらの区域に

隣接する道路、水路である国有地の全部
南 屋 敷菰 屋

北 前菰 屋

１２５１、１２５２の一部、１２５３の

１の一部、１２５３の２の一部、１２５４

の一部及びこれらの区域に隣接介在する道

路、水路である国有地の全部

西 前菰 屋

高 倉菰 屋

１２５８の１、１２５８の５、１２５９

の１、１２５９の２、１２６１の１の地先

の水路である国有地の一部

西 前菰 屋

奈 良 町菰 屋
１２７０の一部及びこの区域に隣接する

水路である国有地の全部
西 前菰 屋

西 前菰 屋

１３０３の１、１３０３の２、１３０３

の３の一部、１３０４、１３０５の一部、

１３０７の１の一部、１３０７の２の一

部及びこれらの区域に隣接する道路、水路

である国有地の全部

奈 良 町菰 屋

南 前菰 屋

１３０７の２の一部、１３０８の２、

１３１１の２、１３１２の２、１３１５

の２、１３１６の２、１３２１の２、

１３２１の５、１３２１の６、１３２２

の１、１３２２の２、１３２９の２、

１３３０の２、１３３１の２、１３３２から

１３３４まで及びこれらの区域に隣接す

る道路、水路である国有地の全部

奈 良 町菰 屋



熊 本 県 告 示 第 八 百 五 十 二 号

　 土 地 改 良 法 （ 昭 和 二 十 四 年 法 律 第 百 九 十 五 号 ） 第 二 条 第 二 項 第 二 号 に 掲 げ る 区 画 整 理 事

業 の 実 施 に 伴 い 、 地 方 自 治 法 （ 昭 和 二 十 二 年 法 律 第 六 十 七 号 ） 第 二 百 六 十 条 第 一 項 の 規 定

に よ り 、 次 の と お り 字 の 区 域 を 変 更 す る 旨 長 洲 町 長 か ら 届 出 が あ っ た 。

　 右 の 届 出 に 係 る 字 の 区 域 の 変 更 は 、 当 該 事 業 に 係 る 換 地 処 分 の 公 告 が あ っ た 日 の 翌 日 か

ら そ の 効 力 を 生 ず る も の と す る 。

　 　 平 成 十 三 年 十 一 月 七 日

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 熊 本 県 知 事 　 潮 　 谷 　 義 　 子
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6 下奈良町菰 屋
１３２７の一部及びこの区域に隣接する

道路、水路である国有地の全部
奈 良 町菰 屋

南 前菰 屋

１３３５、１３３６、１３３８の一部、

１３８３の１の一部及びこれらの区域に

隣接する道路、水路である国有地の全部

下奈良町菰 屋

奈 良 町菰 屋１３８３の３の一部、１３８４の一部下奈良町菰 屋

下奈良町菰 屋
１３８８の一部、（１３９０の１、１３９０

の３）の一部、１３９１の１の一部
西奈良町菰 屋

西 前菰 屋１４１２の１の一部西奈良町菰 屋

北 前菰 屋

（２１７０の１、２１７０の２、２１７１）

の一部、２１７２の１、２１７２の２の一

部、２１７２の３の一部、２１７２の４、

２１８１の１、２１８１の３の一部、

２１８１の４、２１８２、２１８３の一部、

（２１８４の１、２１８４の３）の一部、

２１８４の２の一部、２１８５の一部及

びこれらの区域に介在する道路である国有

地の全部

高 倉菰 屋

中 牟 田菰 屋

５０９の２、５１１の２、５１２の２、

５１３の２及びこれらの区域に隣接介在

する水路である国有地の全部

壱 丁 田永 塩

蛎 原菰 屋

７５７の１、７５８の１、８４８の１、

８４８の３、８４８の４に隣接する水路

である国有地の一部

壱 丁 田永 塩

変 更 後

字 名

変 更 後

大 字 名
区　　　　　　　　域

変 更 前

字 名

変 更 前

大 字 名

井 樋 口永 塩

２１５の１の一 部、２１６の２の一部、

２１７の２の一部、２４５から２４８ま

での各一部、２４９から２５１まで、２５２

の１の一部及びこれらの区域に隣接介在す

る道路、水路である国有地の全部

下 前 田永 塩

下 前 田永 塩２０４の３の一部井 樋 口永 塩

下 前 田永 塩

２７３の一部、３０７の一部、３０８か

ら３１２まで、３１３から３１６までの各

一部及びこれらの区域に隣接介在する道

路、水路である国有地の全部

中 前 田永 塩

下 前 田永 塩
１６８９の一部及びこれらの区域に隣接

介在する道路である国有地の全部
東 ノ 前永 塩

下 前 田永 塩

１７９９の２の一部、１８０１、１８１５

及びこれらの区域に隣接する水路である国 

有地の全部並びに１８１６に隣接する水路

である国有地の全部

永 方永 塩

下 前 田永 塩１８７５、１８９０の３芝 原永 塩

芝 原永 塩
２１９の一部、２２１の一部及びこれら

の区域に隣接する道路である国有地の全部
下 前 田永 塩

中 前 田永 塩

２５８の１の一部、２５９の１の一部、

２６０の一部、２６１の１、２６２の１、

２６３の１、２６３の２、２６４の１、

２６５、２６６の２、２６６の３、２６７

の１の一部、２６７の３の一部、２６７の

４、２６７の５の一部、２６８の４の一

部、２６８の５の一部、２７２の１の一

部、２７２の２及びこれらの区域に隣接介

在する水路である国有地の一部

下 前 田永 塩

中 前 田永 塩

３４５の一部、３４６の１、３４６の２の

一部、３４７の一 部、３４８の一部、３５１

から３５４までの各一部及びこれらの区域

に介在する道路、水路である国有地の全部

西 葛 輪永 塩



熊 本 県 告 示 第 八 百 五 十 三 号

　 結 核 予 防 法 （ 昭 和 二 十 六 年 法 律 第 九 十 六 号 ） 第 三 十 六 条 第 一 項 の 規 定 に よ り 、 医 療 機 関

を 次 の と お り 指 定 し た 。

　 　 平 成 十 三 年 十 一 月 七 日

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 熊 本 県 知 事 　 潮 　 谷 　 義 　 子

熊 本 県 告 示 第 八 百 五 十 四 号

　 結 核 予 防 法 （ 昭 和 二 十 六 年 法 律 第 九 十 六 号 ） 第 三 十 六 条 第 四 項 の 規 定 に よ り 、 次 の 医 療

機 関 は 、 そ の 指 定 を 辞 退 し た 。

　 　 平 成 十 三 年 十 一 月 七 日

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 熊 本 県 知 事 　 潮 　 谷 　 義 　 子
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中 前 田永 塩

１６７５の一部、１６７６の一部、１６７７

の１、１６７７の２、１６７８から１６８０

まで、１６８２から１６８８まで、１６８９

の一部、１６９０、１６９１の一部、

１６９２、１６９３の一部、１６９４の

１の一部、１６９４の２の一部及びこれら

の区域に隣接介在する道路、水路である国

有地の全部

東 ノ 前永 塩

中 前 田永 塩
１７９９の２の一部及びこれらの区域に

隣接する水路である国有地の全部
永 方永 塩

上 前 田永 塩

２８９の１の一部、２８９の２の一部、

３３４ の１の一部、３３４の２の一部、

３３５の１の一部、３３５の２の一部、

３３６の一部及びこれらの区域に隣接介

在する道路、水路である国有地の一部

中 前 田永 塩

上 前 田永 塩

３４６の２の一部、３４７の１の一部、

３４８の一部及びこれらの区域に隣接す

る道路である国有地の全部

西 葛 輪永 塩

上 前 田永 塩
４９１の１の地先の道路、水路である国

有地の一部
壱 丁 田永 塩

西 葛 輪永 塩

１６７３の一部、１６７４の一部、１６７６

の一部及びこれらの区域に隣接する道路で

ある国有地の全部

東 ノ 前永 塩

東 ノ 前永 塩３５８の２西 葛 輪永 塩

壱 丁 田永 塩

４５９の１の一部、４５９の２の一部、

４６０の１、４６０の２から４６０の５

までの各一部、４６１の一部、４６２の１

の一部、４６３の１の一部、４６５の１の

一部、４６５の２、４６８の１の一部、４６８

の２、４６８の３、４６８の４の一部、

４６９の１、４６９の２及びこれらの区

域に隣接介在する道路、水路である国有地

の全部

上 前 田永 塩

壱 丁 田永 塩

７５０の２、７５１の２、７５４の２、

７５５の２、７５６の２、７５７の３、

７５８の２及びこれらの区域に隣接する

水路である国有地の一部

中 牟 田菰 屋

指 令
番 号

4
8

4
9

5
0

5
1

所 　 在 　 地

本 渡 市 大 浜 町 三

｜ 十 八

本 渡 市 太 田 町  

二 番 地 の 一

八 代 市 上 野 町 一

九 六 五 番 地 二

下 益 城 郡 松 橋 町

大 野 浜 田 保 留 番

地 二 七｜ 二

名 　 　 称

中 山 外 科 医 院

ニ ュ ー 天 草 病

院
渡 辺 歯 科 医 院

ま つ ば せ 児 嶋

ク リ ニ ッ ク

開 　 　 　 設 　 　 　 者

住 　 　 所

本 渡 市 大 浜 町 三

｜ 十 八

本 渡 市 太 田 町 二

番 地 の 一

八 代 市 上 野 町 一

九 六 五 番 地 二

熊 本 市 新 大 江 三

｜ 十 四｜ 五 三

氏 　 　 名

中 山 　 要

医 療 法 人 永 輝

会
医 療 法 人 大 輝

会
児 嶋 真 治

指 定 年 月 日

平 成 十 三 年

十 月 三 十 一 日

平 成 十 三 年

十 月 三 十 一 日

平 成 十 三 年

十 月 三 十 一 日

平 成 十 三 年

十 月 三 十 一 日



熊
本
県
告
示
第
八
百
五
十
五
号

　

平
成
十
三
年
四
月
一
日
熊
本
県
告
示
第
二
百
七
十
九
号
の
十
（
口
頭
に
よ
る
開
示
請
求
を
す
る
こ
と
が

で
き
る
個
人
情
報
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　
　

平
成
十
三
年
十
一
月
七
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

熊
本
県
知
事　

潮　

谷　

義　

子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「

　

熊
本
県
立
大
学
特
別
選
抜
試
験
の
項
中　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

に
改
め
る
。

熊
本
県
公
告
第
七
百
五
十
三
号

　

熊
本
県
改
良
普
及
員
資
格
試
験
条
例
（
昭
和
二
十
八
年
熊
本
県
条
例
第
二
十
五
号
）
に
基
づ
く
平
成
十

三
年
度
熊
本
県
改
良
普
及
員
資
格
試
験
の
合
格
者
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
　

平
成
十
三
年
十
一
月
七
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

熊
本
県
知
事　

潮　

谷　

義　

子

改
良
普
及
員
資
格
試
験
合
格
者　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
四
十
六
人
）

熊
本
県
公
告
第
七
百
五
十
四
号

　

次
の
と
お
り
一
般
競
争
入
札
に
付
す
る
。

　
　

平
成
十
三
年
十
一
月
七
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

熊
本
県
知
事　

潮　

谷　

義　

子

一　

競
争
入
札
に
付
す
る
事
項

　

１　

借
入
物
品
及
び
数
量　

熊
本
県
議
会
会
議
録
検
索
シ
ス
テ
ム
に
係
る
機
器　

一
式

　

２　

借
入
物
品
の
規
格
及
び
品
質
等　

入
札
説
明
書
及
び
仕
様
書
に
よ
る
。

　

３　

借
入
期
間　

平
成
十
四
年
三
月
一
日
か
ら
同
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

　

４　

納
入
期
限　

平
成
十
四
年
二
月
二
十
二
日

　

５　

納
入
場
所　

入
札
説
明
書
に
よ
る
。

　

６　

入
札
方
法

　
　
　
　

入
札
金
額
は
、
賃
借
料
一
月
当
た
り
の
借
入
代
金
で
行
う
。
見
積
り
に
当
た
っ
て
は
四
十
八
月

（一）

　
　
　

賃
借
料
率
で
計
算
す
る
こ
と
。

　
　
　
　

落
札
者
決
定
に
当
た
っ
て
は
、
入
札
書
に
記
載
さ
れ
た
金
額
に
当
該
金
額
の
五
パ
ー
セ
ン
ト
に

（二）

　
　
　

相
当
す
る
額
を
加
算
し
た
金
額
（
当
該
金
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
端
数
金

　
　
　

額
を
切
り
捨
て
る
も
の
と
す
る
。
）
を
も
っ
て
落
札
価
格
と
す
る
の
で
、
入
札
者
は
、
消
費
税
及

　
　
　

び
地
方
消
費
税
に
係
る
課
税
事
業
者
で
あ
る
か
免
税
事
業
者
で
あ
る
か
を
問
わ
ず
、
見
積
も
っ
た

　
　
　

額
の
百
五
分
の
百
に
相
当
す
る
金
額
を
入
札
書
に
記
載
す
る
こ
と
。

　
　
　
　

入
札
説
明
書
及
び
仕
様
書
に
特
段
の
定
め
が
な
い
事
項
に
つ
い
て
は
、
熊
本
県
競
争
契
約
入
札

（三）

　
　
　

心
得
（
昭
和
三
十
九
年
告
示
第
四
百
二
十
号
）
の
規
定
を
準
用
す
る
。

　
　
　
　

入
札
書
は
入
札
説
明
書
に
示
す
様
式
に
よ
り
作
成
す
る
こ
と
。

（四）

二　

入
札
参
加
資
格
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所　
　

在　
　

地

本
渡
市
大
浜
町
三｜

十
八

本
渡
市
太
田
町
二
番
地
の

一八
代
市
日
置
町
五
八
二
番

地
の
一

名　
　

称

中
山
病
院

ニ
ュ
ー
天
草
病
院

渡
辺
歯
科
医
院

開　
　
　
　
　

設　
　
　
　
　

者

住　
　
　
　

所

本
渡
市
大
浜
町
三｜

十
八

本
渡
市
佐
伊
津
町
字
金
浜

五
七
八
九

八
代
市
日
置
町
五
八
二
番

地
の
一

氏　
　
　
　

名

中
山　

要

医
療
法
人
天
草
病
院

医
療
法
人
大
輝
会

試
験
実
施
期
日
の

属
す
る
年
度
の
翌

年
度
の
五
月
一
日

か
ら
六
月
三
十
日

ま
で

合
格
発
表
の
日
か

ら
起
算
し
て
三
日

を
経
過
し
た
日
か

た
一
月

公　
　
　
　

告

受　
　
　
　
　

験　
　
　
　
　

番　
　
　
　
　

号

一
十
七

三
十

三
十
八

四
十
六

六
十
三

七
十
五 

九
十
二

三
二
十

三
十
一

三
十
九

五
十
二

六
十
五

七
十
八

九
十
六

六

二
十
一

三
十
二

四
十

五
十
四

六
十
八

八
十
一

九
十
七

八

二
十
四

三
十
三

四
十
二

五
十
六

六
十
九

八
十
二

百
一

十
二

二
十
五

三
十
五

四
十
三

五
十
八

七
十
一

八
十
六

十
四

二
十
八

三
十
六

四
十
四

六
十
二

七
十
三

八
十
八



　

１　

平
成
十
三
年
二
月
二
十
三
日
付
け
熊
本
県
告
示
第
百
四
十
三
号
（
平
成
十
三
年
度
物
品
（
電
気
通

　
　

信
機
器
類
及
び
Ｏ
Ａ
機
器
類
）
の
借
入
れ
に
係
る
一
般
競
争
入
札
に
参
加
す
る
も
の
に
必
要
な
資
格

　
　

等
）
に
よ
り
、
入
札
参
加
資
格
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
た
も
の
で
、
熊
本
県
内
に
本
店
、
支
店
又
は

　
　

営
業
所
を
有
す
る
も
の

　

２　

前
記
熊
本
県
告
示
第
百
四
十
三
号
二
の
２
に
該
当
す
る
も
の
は
、
入
札
に
参
加
で
き
な
い
。

三　

入
札
に
参
加
で
き
る
も
の

　
　

二
に
掲
げ
る
入
札
参
加
資
格
を
有
す
る
も
の
で
、
納
入
し
よ
う
と
す
る
物
品
の
仕
様
を
示
す
書
類
を

　

平
成
十
三
年
十
一
月
十
五
日
午
後
五
時
十
五
分
ま
で
に
熊
本
県
議
会
事
務
局
議
事
課
へ
提
出
し
、
審
査

　

を
受
け
、
承
認
を
受
け
た
こ
と
を
証
明
す
る
書
類
を
提
出
し
た
も
の

四　

契
約
条
項
を
示
す
場
所
等

　

１　

契
約
条
項
を
示
す
場
所
、
入
札
説
明
書
の
交
付
場
所
及
び
問
い
合
わ
せ
先

　
　
　

熊
本
県
議
会
事
務
局
総
務
課

　
　
　

郵
便
番
号　

八
六
二｜

八
五
七
〇　

熊
本
市
水
前
寺
六
丁
目
十
八
番
一
号

　
　
　

電
話
番
号　

〇
九
六｜

三
八
三｜

一
一
一
一　

内
線
六
四
五
五

　

２　

入
札
説
明
書
の
交
付

　
　
　
　

入
札
に
参
加
す
る
た
め
に
必
要
な
関
係
書
類
そ
の
他
入
札
に
関
す
る
詳
細
な
事
項
は
、
入
札
説

（一）

　
　
　

明
会
で
説
明
す
る
。

　
　
　
　

入
札
説
明
会
の
日
時
及
び
場
所

（二）

　
　
　
　

日
時　

平
成
十
三
年
十
一
月
九
日
（
金
）
午
後
四
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で

　
　
　
　

場
所　

県
議
会
棟
本
館
二
階
第
四
小
会
議
室

　
　
　
　

入
札
説
明
会
に
参
加
で
き
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
入
札
説
明
書
を
配
布
す
る
。
入
札
説
明
書

（三）

　
　
　

の
配
布
期
限
は
平
成
十
三
年
十
一
月
七
日
（
水
）
か
ら
同
年
十
一
月
十
五
日
（
木
）
ま
で
と
す
る
。

　

３　

入
札
及
び
開
札
の
日
時
及
び
場
所

　
　
　
　

日
時　

平
成
十
三
年
十
一
月
二
十
一
日
（
水
）
午
後
二
時
か
ら

（一）

　
　
　
　

場
所　

県
議
会
棟
本
館
二
階
第
四
小
会
議
室

（二）

　

４　

入
札
書
の
提
出
方
法

　
　
　

四
の
３
記
載
の
入
札
場
所
に
持
参
す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
持
参
で
き
な
い
と
き
は
、
四
の

　
　

１
記
載
の
場
所
に
入
札
前
日
ま
で
に
必
着
す
る
よ
う
郵
送
（
書
留
郵
便
に
限
る
。
）
を
す
る
こ
と
。

五　

入
札
に
関
す
る
事
務
を
担
当
す
る
部
局
の
名
称

　
　

熊
本
県
議
会
事
務
局
総
務
課

　
　

郵
便
番
号
八
六
二｜

八
五
七
〇　

熊
本
市
水
前
寺
六
丁
目
十
八
番
一
号

　
　

電
話
番
号　

〇
九
六｜

三
八
三｜

一
一
一
一　

内
線
六
四
五
五

六　

そ
の
他

　

１　

入
札
、
契
約
手
続
等
に
お
い
て
使
用
す
る
言
語
及
び
通
貨

　
　
　

日
本
語
及
び
日
本
国
通
貨
と
す
る
。

　

２　

入
札
保
証
金

　
　
　

入
札
に
参
加
し
よ
う
と
す
る
も
の
は
、
入
札
執
行
の
際
に
見
積
も
っ
た
一
月
当
た
り
の
額
に
借
入

　
　

期
間
月
数
（
一
月
）
を
乗
じ
た
額
の
百
分
の
五
以
上
の
金
額
を
四
の
３
記
載
の
入
札
の
日
時
ま
で
に

　
　

納
付
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
次
の　

又
は　

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
入
札
保
証
金
の
納

（一）

（二）

　
　

付
が
免
除
さ
れ
る
。

　
　
　
　

入
札
に
参
加
し
よ
う
と
す
る
も
の
は
、
入
札
保
証
金
以
上
の
金
額
に
つ
き
、
保
険
会
社
と
の
間

（一）

　
　
　

に
県
を
被
保
険
者
と
す
る
入
札
保
証
保
険
契
約
を
締
結
し
、
当
該
入
札
保
証
保
険
契
約
に
係
る
保

　
　
　

険
証
券
を
提
出
し
た
と
き
。

　
　
　
　

入
札
に
参
加
し
よ
う
と
す
る
も
の
が
、
過
去
二
年
の
間
に
国
（
公
団
を
含
む
。
）
又
は
地
方
公

（二）

　
　
　

共
団
体
と
こ
の
入
札
に
付
す
る
事
項
と
種
類
及
び
規
模
を
ほ
ぼ
同
じ
く
す
る
契
約
を
二
回
以
上
に

　
　
　

わ
た
っ
て
締
結
し
、
か
つ
、
こ
れ
ら
を
す
べ
て
誠
実
に
履
行
し
た
こ
と
を
証
す
る
書
面
を
提
出
し

　
　
　

た
と
き
（
そ
の
も
の
が
落
札
し
た
場
合
に
お
い
て
、
契
約
を
締
結
し
な
い
こ
と
と
な
る
お
そ
れ
が

　
　
　

な
い
と
認
め
ら
れ
る
と
き
に
限
る
。
）
。

　

３　

入
札
の
無
効

　
　
　

本
公
告
に
示
し
た
競
争
入
札
参
加
資
格
の
な
い
も
の
の
し
た
入
札
、
入
札
者
に
求
め
ら
れ
る
義
務

　
　

を
履
行
し
な
か
っ
た
も
の
の
し
た
入
札
そ
の
他
入
札
説
明
書
に
記
載
す
る
入
札
の
無
効
に
該
当
す
る

　
　

入
札
は
、
無
効
と
す
る
。

　

４　

落
札
者
の
決
定
の
方
法

　
　
　

有
効
な
入
札
書
を
提
出
し
た
も
の
で
、
予
定
価
格
の
制
限
の
範
囲
内
で
最
低
の
価
格
を
も
っ
て
申

　
　

込
み
を
し
た
も
の
を
落
札
者
と
す
る
。

　

５　

最
低
制
限
価
格

　
　
　

設
定
し
な
い
。

　

６　

契
約
書
作
成
の
要
否

　
　
　

要

　

７　

契
約
書
作
成
の
期
限

　
　
　

熊
本
県
競
争
契
約
入
札
心
得
に
よ
る
。

　

８　

契
約
保
証
金

　
　
　

契
約
担
当
者
が
指
定
す
る
日
時
ま
で
に
、
契
約
金
額
に
借
入
月
数
（
一
月
）
を
乗
じ
た
額
の
百
分

　
　

の
十
以
上
の
金
額
を
納
付
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、次
の　

又
は　

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、

（一）

（二）

　
　

契
約
保
証
金
の
納
付
が
免
除
さ
れ
る
。

　
　
　
　

契
約
保
証
金
以
上
の
金
額
に
つ
き
、
保
険
会
社
と
の
間
に
県
を
被
保
険
者
と
す
る
履
行
保
証
保

（一）

　
　
　

険
契
約
を
締
結
し
、
当
該
履
行
保
証
保
険
契
約
に
係
る
保
険
証
券
を
提
出
し
た
と
き
。

　
　
　
　

過
去
二
年
の
間
に
国
（
公
団
を
含
む
。
）
又
は
地
方
公
共
団
体
と
こ
の
入
札
に
付
す
る
事
項
と

（二）
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種
類
及
び
規
模
を
ほ
ぼ
同
じ
く
す
る
契
約
を
二
回
以
上
に
わ
た
っ
て
締
結
し
、
か
つ
、
こ
れ
ら
を

　
　
　

誠
実
に
履
行
し
た
こ
と
を
証
す
る
書
面
を
提
出
し
た
と
き
（
そ
の
も
の
が
、
契
約
を
履
行
し
な
い

　
　
　

こ
と
と
な
る
お
そ
れ
が
な
い
と
認
め
ら
れ
る
と
き
に
限
る
。
）
。

　

９　

そ
の
他
詳
細
は
、
入
札
説
明
書
に
よ
る
。

熊
本
県
公
告
第
七
百
五
十
五
号

　

次
の
と
お
り
一
般
競
争
入
札
に
付
す
る
。

　
　

平
成
十
三
年
十
一
月
七
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

熊
本
県
知
事　

潮　

谷　

義　

子

一　

競
争
入
札
に
付
す
る
事
項

　

１　

借
入
物
品
及
び
数
量　

Ｄ
Ｎ
Ａ
分
析
機
器　

一
式

　

２　

借
入
物
品
の
規
格
及
び
品
質
等　

入
札
説
明
書
及
び
仕
様
書
に
よ
る
。

　

３　

設
置
期
限　

平
成
十
三
年
十
一
月
三
十
日

　

４　

設
置
場
所　

熊
本
県
文
化
企
画
課
仮
収
蔵
庫
（
熊
本
市
小
峯
四
丁
目
五｜

一
）

　

６　

入
札
方
法

　
　
　
　

入
札
金
額
は
、
賃
借
料
一
月
当
た
り
の
賃
貸
代
金
で
行
う
。
見
積
り
に
当
た
っ
て
は
、
六
十
か

（一）

　
　
　

月
賃
借
料
率
で
計
算
す
る
こ
と
。

　
　
　
　

落
札
決
定
に
当
た
っ
て
は
、
入
札
書
に
記
載
さ
れ
た
金
額
に
の
当
該
金
額
の
五
パ
ー
セ
ン
ト
に

（二）

　
　
　

相
当
す
る
額
を
加
算
し
た
金
額
（
当
該
金
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
端
数
金

　
　
　

額
を
切
り
捨
て
る
も
の
と
す
る
。
）
を
も
っ
て
落
札
価
格
と
す
る
の
で
、
入
札
者
は
、
消
費
税
及

　
　
　

び
地
方
消
費
税
に
か
か
る
課
税
事
業
者
で
あ
る
か
免
税
事
業
者
で
あ
る
か
を
問
わ
ず
、
見
積
も
っ

　
　
　

た
額
の
百
五
分
の
百
に
相
当
す
る
金
額
を
入
札
書
に
記
載
す
る
こ
と
。

　
　
　
　

入
札
説
明
書
及
び
仕
様
書
に
特
段
の
定
め
が
な
い
事
項
に
つ
い
て
は
、
熊
本
県
競
争
入
札
心
得

（三）

　
　
　

（
昭
和
三
十
九
年
告
示
第
四
百
二
十
号
）
の
規
定
を
準
用
す
る
。

　
　
　
　

入
札
書
は
入
札
説
明
書
に
示
す
様
式
に
よ
り
作
成
す
る
こ
と
。

（四）

二　

入
札
参
加
資
格

　
　

平
成
十
三
年
二
月
二
十
三
日
熊
本
県
告
示
第
百
四
十
三
号
（
平
成
十
三
年
度
物
品
（
電
気
通
信
機
器

　

類
及
び
Ｏ
Ａ
機
器
類
）
の
借
入
に
係
る
一
般
競
争
入
札
に
参
加
す
る
者
に
必
要
な
資
格
等
）
に
よ
り
、

　

入
札
参
加
資
格
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
た
者
で
あ
る
こ
と
。

三　

契
約
条
項
を
示
す
場
所
等

　

１　

契
約
条
項
を
示
す
場
所
、
入
札
説
明
書
の
交
付
場
所
及
び
問
い
合
わ
せ
先

　
　
　

熊
本
県
企
画
開
発
部
文
化
企
画
課
博
物
館
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
班
（
熊
本
県
庁
行
政
棟
本
館
三
階
）

　
　
　

郵
便
番
号　

八
六
二｜

八
五
七
〇　

熊
本
県
熊
本
市
水
前
寺
六
丁
目
十
八
番
一
号

　
　
　

電
話
番
号　

〇
九
六｜

三
八
三｜

一
一
一
一　

内
線
三
五
四
六

　

２　

入
札
説
明
書
の
交
付

　
　
　
　

入
札
に
参
加
す
る
た
め
に
必
要
な
関
係
書
類
そ
の
他
入
札
に
関
す
る
詳
細
な
事
項
は
、
入
札
説

（一）

　
　
　

明
書
に
よ
る
。

　
　
　
　

交
付
期
限
は
、
入
札
の
前
日
ま
で
と
す
る
。

（二）

　

３　

入
札
及
び
開
札
の
日
時
及
び
場
所

　
　
　
　

日
時　

平
成
十
三
年
十
一
月
二
十
二
日　
　

午
後
二
時

（一）

　
　
　
　

場
所　

熊
本
県
熊
本
市
水
前
寺
六
丁
目
十
八
番
一
号　

熊
本
県
庁
行
政
棟
本
館
二
階
入
札
室

（二）

　

４　

入
札
書
の
提
出
方
法

　
　
　

三
の
３
記
載
の
入
札
場
所
に
持
参
す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
持
参
で
き
な
い
と
き
は
、
三
の

　
　

１
記
載
の
場
所
に
入
札
前
日
ま
で
に
必
着
す
る
よ
う
郵
送
（
書
留
郵
便
に
限
る
。
）
す
る
こ
と
。

四　

入
札
に
関
す
る
事
務
を
担
当
す
る
部
局
の
名
称

　
　

熊
本
県
企
画
開
発
部
文
化
企
画
課
博
物
館
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
班
（
熊
本
県
庁
行
政
棟
本
館
三
階
）

　
　

郵
便
番
号　

八
六
二｜

八
五
七
〇　

熊
本
市
水
前
寺
六
丁
目
十
八
番
一
号

　
　

電
話
番
号　

〇
九
六｜

三
八
三｜

一
一
一
一　

内
線
三
五
四
六

六　

そ
の
他

　

１　

入
札
及
び
契
約
手
続
等
に
お
い
て
使
用
す
る
言
語
及
び
通
貨

　
　
　

日
本
語
及
び
日
本
国
通
貨
と
す
る
。

　

２　

入
札
保
証
金

　
　
　

入
札
に
参
加
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
入
札
執
行
の
際
に
見
積
も
っ
た
一
月
当
た
り
の
額
に
借
入
期

　
　

間
月
数
（
六
十
月
）
を
乗
じ
た
額
の
百
分
の
五
以
上
の
金
額
を
三
の
３
記
載
の
入
札
の
日
時
ま
で
に

　
　

納
付
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
次
の　

又
は　

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
入
札
保
証
金
の
納

（一）

（二）

　
　

付
が
免
除
さ
れ
る
。

　
　
　
　

入
札
に
参
加
し
よ
う
と
す
る
者
が
、
入
札
保
証
金
以
上
の
金
額
に
つ
き
、
保
険
会
社
と
の
間
に

（一）

　
　
　

県
を
被
保
険
者
と
す
る
入
札
保
証
保
険
契
約
を
締
結
し
、
当
該
入
札
保
証
保
険
契
約
に
係
る
保
険

　
　
　

証
券
を
提
出
し
た
と
き
。

　
　
　
　

入
札
に
参
加
し
よ
う
と
す
る
者
が
、
過
去
二
箇
年
の
間
に
国
（
公
団
を
含
む
。
）
又
は
地
方
公

（二）

　
　
　

共
団
体
と
こ
の
入
札
に
付
す
る
事
項
と
種
類
及
び
規
模
を
ほ
ぼ
同
じ
く
す
る
契
約
を
二
回
以
上
に

　
　
　

わ
た
っ
て
締
結
し
、
か
つ
、
こ
れ
ら
を
す
べ
て
誠
実
に
履
行
し
た
こ
と
を
証
す
る
書
面
を
提
出
し

　
　
　

た
と
き
（
そ
の
者
が
落
札
し
た
場
合
に
お
い
て
、
契
約
を
締
結
し
な
い
こ
と
と
な
る
お
そ
れ
が
な

　
　
　

い
と
認
め
ら
れ
る
と
き
に
限
る
。
）
。

　

３　

契
約
保
証
金

　
　
　

契
約
担
当
者
が
指
定
す
る
日
時
ま
で
に
、
契
約
金
額
に
借
入
期
間
月
数
（
六
十
月
）
を
乗
じ
た
額

　
　

の
百
分
の
十
以
上
の
金
額
を
納
付
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
次
の　

又
は　

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

（一）

（二）
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と
き
は
、
契
約
保
証
金
の
納
付
が
免
除
さ
れ
る
。

　
　
　
　

当
該
入
札
に
お
い
て
、
契
約
金
額
の
百
分
の
十
以
上
の
金
額
に
つ
き
、
保
険
会
社
と
の
間
に
県

（一）

　
　
　

を
被
保
険
者
と
す
る
履
行
保
証
保
険
契
約
を
締
結
し
、
当
該
履
行
保
証
保
険
契
約
に
係
る
保
険
証

　
　
　

券
を
提
出
し
た
と
き
。

　
　
　
　

過
去
二
箇
年
の
間
に
国
（
公
団
を
含
む
。
）
又
は
地
方
公
共
団
体
と
こ
の
入
札
に
付
す
る
事
項

（二）

　
　
　

と
種
類
及
び
規
模
を
お
お
む
ね
同
じ
く
す
る
事
項
に
係
る
契
約
を
二
回
以
上
に
わ
た
っ
て
締
結

　
　
　

し
、
か
つ
、
こ
れ
ら
を
誠
実
に
履
行
し
た
こ
と
を
証
す
る
書
面
を
提
出
し
た
と
き
（
そ
の
者
が
、

　
　
　

契
約
を
履
行
し
な
い
こ
と
と
な
る
お
そ
れ
が
な
い
と
認
め
ら
れ
る
と
き
に
限
る
。
）
。

　

４　

入
札
の
無
効

　
　
　

本
公
告
に
示
し
た
競
争
入
札
参
加
資
格
の
な
い
者
の
し
た
入
札
、
入
札
者
に
求
め
ら
れ
る
義
務
を

　
　

履
行
し
な
か
っ
た
者
の
し
た
入
札
、
そ
の
他
入
札
説
明
書
に
記
載
す
る
入
札
の
無
効
に
該
当
す
る
入

　
　

札
は
、
無
効
と
す
る
。

　

５　

落
札
者
の
決
定
の
方
法

　
　
　

有
効
な
入
札
書
を
提
出
し
た
者
で
、
予
定
価
格
の
制
限
の
範
囲
内
で
最
低
の
価
格
を
持
っ
て
申
込

　
　

み
を
し
た
者
を
落
札
者
と
す
る
。

　

６　

最
低
制
限
価
格

　
　
　

設
定
し
な
い
。

　

７　

契
約
書
作
成
の
要
否

　
　
　

要

　

８　

そ
の
他
詳
細
は
、
入
札
説
明
書
に
よ
る
。
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年
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